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□
口
繪

原
色
版
は

ワ
ツ

ト
マ
ン
四
ッ

切

に

し

て
、
日
本
水
彩
畫
會
研
突
所
に
於
け
ろ
習
作
に

御
座
候

□
寫

眞
版
『相
思
樹
』
は
四
ッ
切
『
盛
夏
』
は
二
ッ

切
、
『
ウ
エ
ニ
ス
』

の
夏
は
四
ッ
切
よ
り
稍

小
な

る
も
の
に
候

□
次
號
に
は
石
川
欽
一

郎
氏
の
習
作

『
臺
灣
人

の
顔
』
、
并び
に
眞
野
紀
太
郎
氏
の
『
初
秋
の
花
』

の
原
色
版
、
及
大
橋
正
堯
氏
の
『
榛
名
湖
』
の
石

版
、
他
に
寫
眞
版
と
し
て
太
平
洋
畫

會
出
品
の

水
彩
畫
兩

三
點
を
出
す
べ

く
候

□
記
事
に
は
小
島
烏
水
氏

の

『最
新
水
彩
畫
法

序
文

』
、大

下
氏
の

『
靜
物
寫

生
の
話
』
ア
ル
フ

レ
ツ
ド
ハ
ル
ソ

ン
ス
氏
の
『
日
本
雜
觀
』
、
其
他

に
し
て
小
島
氏
の
『ラ
ス
キ
ン
山
岳
論
』
の
續
稿

は
十
月
號
よ
り
必
ず
登
載
可
致
候

 
 
 
 
近

事

▲
日
本
水
彩
畫
會
研
究
所
六
月
例
會
は

二
十
七

日
開
會
午
前
眞
野
講
師
の
透
視
畫

法
講
話
、
午

後
出
品
二
百
餘
點

の
水
彩
畫

に
對
す
る

河
合
、

岡
、
丸
山
、
永
地
、
大
下
諸
氏
の
批
評
あ
り
、
今
回

は

一
般
の
成
績
殊
に
よ
ろ
し
く
、

相
田
寅
彦
氏

の
靜
物
、
並

に
並
木
富
太
郎
氏
の
風
景
は
賞
を

得
た
り
。

な
ほ
、
デ
ツ

サ
ン
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
、

一
等
赤
城
泰
舒

氏
、
二
等
水
野
以
文
氏
な
り
し
。

同
茶
話
會
の
席
に
て
丸
山
氏
は
、

信
州
岩
菅
山

麓
高
原
の
風
景
を
紹
介
さ
れ
た
り
、

同
地
に
は

温
泉
も
あ
り
、

宿
料
も
低
廉
、
澁
温
泉
場

よ
り

僅
か
に
山
道

二
里
半
、
交
通
も
不
便
に
あ
ら
ず
、

沼
澤
あ
り
深
林
あ
り

て
、
寫
生
の
材
料
は
極
め

て
豊
富
な
り
と

い
ふ
。

 
 
 
 
紹

介

◎
夏
休
練
習
帖
 
尋
常
小
學
第

一
學
年
よ
り
六

學
年
迄
 
菊
判

六
十
餘
頁
、

巻
頭
に
夏
休
み
の

心
得
あ
り
、

次
に
は

一
面
に
學
力

に
應
じ
て
あ

ら
ゆ
る
學
科
の
練
習

に
供
し
、

他
の
一
面

に
は

日
誌
を

記
す

る
や
う
に
な
り
居

れ
ば
、
兒

童
を

し
て
暑
中
休
暇
を
無
益
に
費
消

せ
し
め
ず
日
々

の
練
習
を
怠
り
な
く
行
は
し
め
ん
に
は
、

此
書

の
如
き
は
缺

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
ら
ん
（

一

部
十
錢
、
神

田
區
表
神
保
町
同
文

館
發
行
)

◎
東
洋
藝
術
資
料

 
日
本
美
術
社
に
於
て
發
行

の
企
あ
る
も
の
、
内
容
の
詳
細
は
次
號
に
發
表

す

べ
し
。

 
 
 
 
問
に
答
ふ

□
一

 
獨

り
で
研
究
し
て
出
來
た

も
の
を
先
生

の
處

へ
持
參
し
て
見
て
貰
ふ
の
と
、
研
究
所

へ

入
る

の
と
何
れ
が
早
く
上
達
し
ま
す
か
二
 
洋

畫
の

一
通

り
を
研
究
す
る
順
序
、
初
め
は
何
終

り
は
何
を

習
つ
た
ら
、
畫

道
を

一
通
研
究
し
た

と
言
ふ
こ
と
が
出
來
ま
す
か
三
 
青
梅

に
於
け

る
講
習
會
の
記
事
は

『
み
づ
ゑ
』
何
號
に
あ
り

や

（
日
本
橋
和
輝
生
)◎

一 
獨

習
は
萬
止
む
を

得

ざ
る
人
の
取

る
べ
き

手
段
な
り
、

研
究
所
に
於

て
正
則
の
教
育
を

受
く
る
に
如
か
ず
、
其
遲
速

の
差
の
如

き
到
底
比
較
に
な
ら
ず
二
 
鉛
筆
若

く
は
木
炭
が
始

め
な
り
、
油
繪

水
彩

パ
ス
テ
ル

等
が
出
來
た

ら

一
通
り
の
技
術
は
修
め
た

り
と

い
ふ
事
を
得
べ

し
三

『
み
づ
ゑ
』
十
七
十
八
等

に
あ
り
、

何
れ
も
本
會
に
は
品
切
■

一 

『
み

づ
ゑ
』
五
十
號

の
『
畫
室

の
う
ち
』

の
老
人
其
他

の
人
の
名
を
問
ふ
二
 
同
三
十
八
號
林
威

三
氏

筆
の
風
景
は
何
處
な
り

や
三
 
洋
畫
、

に
關
す

る
書
物
は
研
究
者
と
し
て
是
非
讀
ま
ね
ば
な
ら

ぬ
も
の
に
や
（
鉛
筆

ス
ケ

ッ
チ
生
)
◎

一 

老

人
は
鈴
木
氏
、
青
年
は
森
島
氏
、
婦

人
は
竹
内


